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 ガス吸牧 の鮎よ り考へると,高 温に加熱する程 また保持時聞が」ξい程,流 動性は悪 くなる

と推察されるにも拘 らす,以 上の結果を得たことば,か かる實験條俘の下で〔よ,結 品の原子配

列の崩解が容易 となり,即 ち結品核が滑失し易 くなり,從 つて液艦が鋳型内を流れて凝 固する

時 に,結 晶の品出が困難にな り換言すれば過冷 し易 くな り,そ のために概述の如 くよ く流れる

のではなかろうか と老へる.

 この事は流動 性試片の顯微鏡組織 の研究によつても明にされた.例 えば.SiI5%の 試片で保持

時間長 くて流れの良い ものの組織 は,比 較、1勺細い多量の初晶アル ミニウムが見 られ る.然 るに

保持時聞短 く,流 れの悪いものの細織 ま,初 品アルミニウムの大きさも幾分粗いが多量に初品

珪素が晶出しているのを認めた.要 之アルミニウムー一一珪素合金の流動性に望手して過冷現象が

重要な影響因子であることが。これらの事實か らも認められた・
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 著者 は ツ ン ドラの 利 用 に關 す る研 究 第2報(化 研講 演 集13)に 於 τ報 告 した る ツ ン ドラ酸 糖 化

液 に於 て共 含 有 さ る る糖 の畿 何 が酵 母 に依 て 同 化 され酵 母菌 艦 を 造 る もの な るや 研 究 した結 果

を 報告 す る.

 費 験:培 養 装 置 と して は ア ス ピ レFタ ー に依 り吸 引通 氣 し,室 鐵 は綿 濾 過 器,硫 酸.硫 酸

銅 溶 液 を通 過 せ しめ 微 生物 を除 去 し,培 養 容 器 ば ・Wkソ ー ダ瓶(直 裡5.7Cm高17cm)を 用 い,通

氣 管 の 形朕 は如 露 形 に して 頭 部 に5個 の 細 孔 を あけ,之 等 の 装 置全 部 を28℃ の 恒 温 室 内 に 置 い

た.榮 養 分 とし て(NH.d)2S.O.10.6, MgSC夏0.14, KII2PO402, K2HPO三 〇.032, NaCIO.1,CaCNot})2

0.08(9)及 オ リザ ニ ン ェ キ ス0.25(cc)!IOOeeを 用 い,酵 母菌 種 はTarula Iltilisを 主 として 用 い

た.酵 母牧 量 は48時 冊 培 養 後20ccを 採 り遠 心分 離機 にカ・け,上 澄 液 は幾 糖 量 の測 定 に用 い,沈

澱 酵 母 は20ccの 水 に て2回 洗1條 し100℃,3時 闇 乾 燥 して酵 母 量 を測 定 した.培 養 液 は酸 糖 化 液

に榮 養 分 を 添 加 した る もの22ceを 採 り,種 酵 母 は本 培 養 の%o容 の 同 一細 成 培養 液 に酵1ぴの1白

金 耳 を接 種 し20時m培 養 せ る もの を 川 い た(一卜澄 液 を 去 り殺 菌 水 にて 洗1條 し100ceの 殺 菌7」く中 に

浮 游 せ しめ,之 を10cc宛 接 種 す).通 氣 量 は培 養液 量 に劃 し毎 分3倍 量 程 度 とす る.

 上 記 の培 養 條 件 に て48時 間 通 氣培 養 を行 い,残 糖 及酵 母 牧量 を測 定 した る結 果 は次 の如 くで

あ る.
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 考 察;無 腱 理,熱 水 庭 壁及 ア ン'e- =ア 艇 理 ツ ン ドラの 各 第1次 糖 化液 の 酵 母工躍 萎試 験 に於 て

は 多少 の 差異 あ る も糖 漕 費 率 は65～75%,酵 母牧 量 は斗.5～5.5%1こ て,叉 各 第2,3,4,5次 糖 化

液 の該 試 験 に於 て1よ糖 清 費率 は87～90%に て 前 庭 ∫【條fi }iに依 る差L'llは殆 ど認 め られ す第1次 糖

化液 よ り良 好 に て從 て酵 母牧 量 も良好 で あ る.ツ ン ドラ100部 よ り酵 母7,8～9.5部 が得 られ 前庭

理 を行 え る場 合 はや や 良好 な る結 果 を示 す.次 に葡 萄 糖 を添 加 し共 浩 費 朕 況 を検 せ しに,殆 ど

消 費 され幾 糖 と して 表 され た る もの は糖f蹄 乏よ りの もの に て,之 に依 り培 養 液 中 に阻 害 物 質 が

存 在 す る とは 考 へ られ ない.
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